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茨城県総合計画審議会議事録 

平成22年11月25日（木）10:00～12:10 

茨城県開発公社ビル３階「大会議室」 

 

 

○仙波参事兼企画課長 それでは、皆さんおはようございます。 

まだ、何人かお見えになってございませんけれども、定刻でございますので、ただいま

から茨城県総合計画審議会を開会いたします。 

 まず初めに、本日配付資料の確認をさせていただきたいと思います。 

配付資料につきましては、会議次第の配付資料一覧にございますが、そこにありますと

おり、まず次第、席次表、委員名簿、それから資料１として、やや分厚くなってございま

すが、茨城県総合計画答申（案）でございます。参考資料１として、Ａ３縦長の茨城県総

合計画答申（案）の概要でございます。さらに参考資料２として、第２回総合計画審議会

における意見への対応でございます。参考資料３として、茨城県総合計画「中間とりまと

め」に関する意見、パブリックコメントへの対応でございます。 

なお、資料２と３につきましては、本日特に説明の予定はございませんので、後でご覧

いただきたいと思います。 

以上が、本日の配付資料でございます。 

それでは、関会長からごあいさつをいただきたいと思います。どうぞよろしくお願いを

いたします。 

○関会長 皆さん、おはようございます。 

  本当に、ご多用の中をご出席いただきまして、まことにありがとうございます。 

過日の８月に第２回目の審議会を開催したわけでございますが、今回は、第３回目の審

議会に相なるわけでございまして、本当にありがとうございます。各部会の皆様方におか

れましては、大変熱心にご審議に取りかかっていただいておりまして、この間も、企画課

の皆さんがおいでいただきまして、いろいろご説明をいただきましたが、特に部会の皆さ

んは、５回も６回も７回もお集まりいただいての審議をしていただいておりまして、本当

に今日の審議会もありがたいことになるであろうと、本当によろこんでいるところでござ

います。 

それにしましても、蓮見さんも、今もお話しましたのですが、今日は、これから２つも

３つも会合がありまして、本当にお忙しいのであります。そういう状況の中で、先ほど申

し上げましたように、大変なこのおやりいただいている審議を、今日で実際にまとめてい

ただくということでございますので、何とぞよろしくご審議賜りますように、伏してお願

いを申し上げる次第でございます。ありがとうございました。 

○仙波参事兼企画課長 ありがとうございました。 

  それでは、ここからの会議の進行は、関会長さんにお願いをいたします。よろしくお願

いいたします。 

○関会長  それでは、早速でございますが、議事に入らせていただきたいと思います。 



－2－ 

 

  本日、先ほどもご説明申し上げましたが、資料としてお示しいたしております県総合計

画の答申（案）につきまして、ご審議をいただきたいと考えております。 

それでは、まず主に総合部会が中心となって取りまとめてまいりました第１部基本構想、

第２部基本計画のうち、「地域づくりの基本方向」と「生活大県プロジェクト」、及び第

３部「計画の推進のために」について、蓮見総合部会長さんからご報告をいただきたいと

思います。 

そして、次に基本計画のうち、「政策展開の基本方向」につきまして、専門部会が中心

になって取りまとめておりますので、各専門部会長さんからそれぞれご報告をお願いいた

すわけでございます。 

それでは、初めに、総合部会の蓮見部会長さんからご報告をお願い申し上げます。よろ

しくお願いします。 

○蓮見副会長 それでは、報告いたしますので、よろしくお願いします。 

お手元の資料１というこの膨大な資料について一つ一つ説明をしていくわけなのですけ

れども、軽く説明しても30分以上かかってしまうということで、今日は時間もありません

ので、何とか、できるだけはしょって短く説明をさせていただきますので、もしご質問等

わからない点がありましたら、どうぞご指摘をお願いしたいと思います。 

早速ですけれども、まず、資料１の一番後ろの154ページをお開きいただきたいと思いま

す。 

ここでは、審議経過を掲載しておりますのでご覧ください。それで、中間取りまとめを、

８月20日の第２回の審議会で審議していただきましたけれども、それ以降、総合部会にお

きましては、主に生活大県プロジェクトと「地域づくりの基本方向」について、調査審議

を進めてきたところでございます。 

次に、答申（案）の内容について報告いたします。 

今回の答申（案）は、中間取りまとめにつきまして、審議会で、皆様からいただいたご

意見、そしてパブリックコメントのご意見などを踏まえまして、「政策展開の基本方向」

や「生活大県プロジェクト」「地域づくりの基本方向」「計画の推進のために」を書き加

えて、再編成をしたものです。 

私の方からは、総合部会で審議、議論しました第１部基本構想の計画の全体構成と「い

ばらきの目指す姿」それに基本計画のうち「生活大県プロジェクト」と「地域づくりの基

本方向」、そしてさらに第３部の「計画の推進のために」の部分について、ご説明いたし

ます。 

それで、「政策展開の基本方向」につきましては、後ほど各専門部会長さんの方からご

報告をいただければというふうに思いますので、よろしくお願いします。 

早速ですけれども、答申（案）の１ページお開きください。 

目次の次の裏のページでございます。 

まず、計画策定の趣旨についてですけれども、社会経済のグローバル化の進展、そして

地球規模での環境問題の顕在化、また本格的な人口減少社会の到来など、さまざまな本質

的かつ深刻な課題が顕在化しています。このような時代の潮流に的確に対応してこの本県

を発展させていくためには、これまで以上に、暮らしや経済などあらゆる面で県民の皆さ
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んのお力をかりる必要がありまして、その県民の皆さんとともに、明日のいばらきをつく

っていこうという思いを記述してあります。 

次に、３ページから４ページ、お開きください。 

ここでは、計画の全体構成が示されています。 

３ページでは、第１部基本構想を、おおむね25年後と展望した長期的な視点に立ってま

とめております。 

内容としては、計画の前提となる時代の潮流、茨城の特性とこれまでの取組などを、「時

代の潮流」と「茨城の特性等」ということで整理いたしました。そして、これを踏まえ「い

ばらきの目指す姿」としまして、基本理念、３つの目標と将来像ということで提示してお

ります。ここまでは、中間取りまとめと基本的に同じ構成の内容となっております。その

下に「人口・経済の展望」とありますけれども、本県の人口と経済の将来見通しを示して

います。 

次に、４ページ、第２部基本計画では、基本理念と３つの目標の実現に向けた今後５年

間の具体的な取組として、「政策展開の基本方向」や「地域づくりの基本方向」を示すと

ともに、新たに「生活大県プロジェクト」というものを立てまして、生活大県の実現を図

るため、本県の先進性、優位性を最大限に活用しながら、重点的かつ分野横断的に推進す

べき12のプロジェクトを提示しております。そしてその下に第３部「計画の推進のために」

として、この計画を適切に推進するための基本的な姿勢や取組を提示しております。 

以上が、今回の計画の基本的構造というふうなことでご理解いただければと思います。 

次に、それぞれの内容について報告いたしますが、中間取りまとめ以降に新たに盛り込

んだ項目を中心に説明いたします。 

５ページをお開きください。 

「時代の潮流と茨城の特性等」ということになりますが、ここにおいては、中間取りま

とめの内容を一部修正いたしました。主な修正としては、６ページから７ページにかけて、

「第５節価値観の変化・多様化」というのがありますけれども、ここに、茨城の快適な社

会づくり基本条例に関する記述を追加いたしました。 

また、７ページの「第６節地方分権の進展と行政の広域化」に、県と市町村の関係など

を追記修正いたしました。 

さらに、９ページ、第４節になりますが、「これまでの取組」を追記して、これまでの

総合計画の取組とか、それから現行計画で残された課題、そういったものについて、明記

をするという形にしております。 

次に、12ページから、14ページをご覧ください。 

いばらきの目指す姿でありますが、基本理念と目標と将来像の趣旨や内容は中間取りま

とめと同じです。基本理念につきましては、計画の特徴である「みんなで創る」と、今回

新しくといいますか、非常に強調している部分ですが、「みんなで創る」という考え方、

そして、生活大県の実現というようなものを強くアピールするために、中段に四角い囲み

を設けまして、基本理念とその解説を加えております。これが今回の総合計画の新しい部

分というふうに考えます。 

次に、15ページから18ページに、人口・経済の展望というのが示されておりますのでご
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覧ください。ここで生活大県の実現を目指す本県の将来の姿について、人口と経済の視点

から展望をしております。 

人口につきましては、少子高齢化、人口減少ということですが、平成32年にはおおむね

285万人となりまして、平成47年には、245万人から255万人程度まで減少をするという見込

みを示しております。 

経済の展望につきましては、本県の経済は、国の成長戦略の目標を上回る水準で成長を

続けまして、平成32年度までの年平均で実質経済成長率が2.2％程度、名目経済成長率が

2.9％程度になると見込んでおります。 

以上が、第１部の基本構想の内容になります。 

次に、19ページをお開きください。 

ここからは基本計画ということになります。この基本計画を第２部というふうに整理し

ているところです。 

19ページと20ページにつきましては、基本計画では、いばらき目指す姿の実現に向けた

今後５年間の取組を「政策展開の基本方向」「地域づくりの基本方向」「生活大県プロジ

ェクト」というように取りまとめております。 

内容としましては、着実に推進すべき政策や施策、取組などを目標別に整理したものを

「政策展開の基本方向」、そして各地域の特性、課題に対応してそれぞれの地域づくりの

考え方を整理したものを「地域づくりの基本方向」、そして、ここは新しいですけれども、

重要かつ分野横断的なテーマ、これをテーマ別に整理したものを「生活大県プロジェクト」

というふうに位置づけております。 

それで、このあと21ページからずっとページが非常に多いのですけれども、「政策展開

の基本方向」ということが示されておりますけれども、ここの説明は、後ほど各専門部会

長さんにお任せして、私の方としては、95ページまで飛びまして、「地域づくりの基本方

向」というところからご説明を続けたいと思います。 

まず、１の「地域づくりの基本的な考え方」なのですけれども、産業の育成や雇用の場

の確保などの活力ある地域づくりに取り組みながら、生活大県を実感できる地域づくりを

進めていくという考え方を示しております。 

その中で、２の「地域づくりを推進していくための３つの視点」というものを示しまし

て、ここにありますように、①多様な主体の参加と連携による地域づくり、②広域的な視

点に立った地域づくり、そして③地域のもつ特性や資源を活かした地域づくり、というふ

うにまとめております。 

次に、96ページ、１枚めくっていただきたいと思いますが、地域区分を示しております

けれども、この地域区分につきましては、現行計画と同じように、県北山間、県北臨海、

県央、鹿行、県南、県西という６つの地域区分に整備しております。そして、この図なの

ですけれども、地域区分の境界を市町村界ではっきりと区分するということはしないで、

弾力的にとらえたゾーンにしておりますので、１つの市町村に２つのゾーンがかぶってい

るというような部分も見られるというふうに思います。 

次に、97ページから104ページに、各ゾーンの地域づくりの方向を示しています。ここで

は「政策展開の基本方向」を踏まえまして、地域の特性や課題を明らかにした上で、それ
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に対応した地域づくりの方向を示すという構成になっています。 

柱立てに当たりましては、産業の振興、生活環境の充実、観光交流の推進という３つを

基本にしまして、各ゾーンの特性に応じて柱を整備しているところです。 

まず、県北山間ゾーンでございます。97ページですね。この地域は、豊かな自然が残っ

てさまざまな生産振興が図られている地域です。都市との交流が進んでいますけれども、

一方で、本県で最も深刻な人口減少、高齢化、過疎化というのが進行している地域ともい

えます。 

こうしたことを踏まえまして、地域づくりの方向としては、活力ある地域づくりのため

の農林業等の振興や、企業誘致の推進など３つの柱立てを示しております。これも細かく

説明すると長くなりますので、申しわけありませんが、柱立てだけ簡単にお話しますので、

ご覧ください。 

次に、98ページの県北臨海ゾーン、ここも高度な物づくり産業の集積や、Ｊ－ＰＡＲＣ

の立地など先端産業地域を形成しております。また、隣の西側の県北山間ゾーンと一体と

なりまして、都市との交流が盛んになっております。一方で、日立市に象徴されるように、

産業の空洞化や人口減少などの課題もあります。 

こうしたことを踏まえまして、地域づくりの方向として、広域交通ネットワークや物づ

くり産業の集積を生かした産業拠点の形成と、農林水産業の振興、ほか３つの柱立てを示

しています。 

次に99ページ、県央ゾーンです。県都水戸を中心としまして、本県の経済・文化・行政

を牽引する役割を担った地域といえます。豊かな自然や偕楽園をはじめ史跡や文化財など

も豊富にありまして、県内外から多くの人が訪れる本県最大の観光地域ともなっておりま

す。ここに、北関東自動車道や最近茨城空港も開港しまして、広域ネットワークが急速に

形成されております。さっき関会長のお話にもありましたように、北関東自動車道を通し

てさまざまな地域から人が茨城にやってくるという実態も見られております。 

こうしたことを踏まえまして、地域づくりの方向としては、都市機能の充実した中核的

な都市圏づくりなど３つの柱立てを示しています。 

先ほどもお話ましたように、北関東自動車道が、来春、全線開通するわけですね。さら

に人、物、流れが活発化していくと予想されますので、県都水戸を中心に周辺都市とも連

携して、中核的な都市圏づくりを進めるとともに、高速道路、港湾、空港といったような

多彩な交通ネットワークを生かした広域観光、国際観光の推進とか、産業拠点の形成を強

力に図っていくというようなことを示しております。 

その次は、鹿行ゾーンです。100ページです。水郷地帯、肥沃な行方台地など、特色ある

自然環境を有する一方で、鹿島港を中心とする鹿島臨海工業地帯には、国内屈指の素材産

業が集積しています。また、鹿島サッカースタジアム、４連覇はなりませんでしたけれど

も、非常に国内、国際的にも注目されるサッカーチームのホームがあるというところから

を中心として、スポーツレクリエーション拠点が形成されています。 

こうしたことを踏まえまして、地域づくりの方向として、首都圏の食を支える食料供給

基地の形成まで３つの柱立てを示しています。 

次に、県南ゾーン、102ページです。都市化が進展する一方で、筑波山や霞ヶ浦など、こ
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こは国定公園になっておりますけれども、本県を代表する自然を有しまして、また、稲敷

地区においては広大な水田が広がっております。その反面でといいますか、対照的につく

ば地区には、世界的にも注目される最先端の科学技術の集積が図られているということで

ございます。 

こうしたことを踏まえまして、地域づくりの方向としては、科学技術の集積や広域交通

ネットワークを生かした産業、研究拠点づくりなど４つの柱立てを示しています。 

次に、103ページ、県西ゾーンですが、ここは広大な平たん地を有するとともに、北関東

自動車道や首都圏中央自動車道など、広域交通ネットワークの整備が進展しています。ま

た、桜川市の真壁地区に代表されるような、歴史的な町並みも最近注目されておりますし、

多様な地域資源を有しているといえます。 

こうしたことを踏まえまして、地域づくりの方向としては、日本を代表する大規模園芸

産地づくりなど３つの柱立てで示しております。園芸産地というのは、特に野菜とか、そ

ういったものも含めた内容でございます。 

次に、105ページから129ページにかけましては、この計画の目玉といいますか、特徴で

あります生活大県プロジェクト等を記載しております。 

ここでは、生活大県を実現するために、「政策展開の基本方向」で示した各施策を、３

つの目標にまたがるような重要性の高いテーマについて再構築をしたものでありまして、

さらに、政策分野を横断的に施策を組み合わせた施策群というものをプロジェクトという

ふうに位置づけております。 

またその推進に当たりましては、本県の持つすぐれた地域資源等をより一層最大限に活

用するとともに、新しい公共という考え方を踏まえまして、施策は行政がやると、やって

くれるということではなくて、県民を初めとする多様な主体と連携して、今後５年間に重

点的に取り組むということにしております。 

今回の計画では、105ページをご覧いただければわかりますように、全部で12のプロジェ

クトを掲げています。 

そこで、各プロジェクトの個別内容について簡単に説明したいと思います。 

まず、106ページには、「地域医療充実プロジェクト」が載せられています。 

このプロジェクトは、地域医療に従事する医師等の確保という非常に喫緊の課題を促進

するとともに、医療機関も役割分担をもとに連携を進めて、どの地域に住んでいても安心

して質の高い適切な医療を受けられる体制づくりを推進しようとするものです。 

各プロジェクトには、それぞれ主な取組内容を掲げることにしておりまして、ここでは、

本県の課題や医師を初めとした医療従事者の確保や、救急医療体制の充実など６つの施策

を掲げています。また、数値目標も示しているのですけれども、これについては、施策の

柱立てにあわせて設定することにしておりまして、この段階では、まだ検討中と記された

ものも多くあるわけですが、これについてはご了解いただきたいと思います。まだ完成し

ていないということでございます。 

次に、108ページ、「暮らしの安全・安心プロジェクト」です。 

このプロジェクトは、犯罪や交通事故など、県民生活を取り巻くさまざまな不安を取り

除いて、だれもが安全で安心して暮らすことができる地域づくりに多様な主体が連携して
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取り組んでいこうとするものです。 

そして、110ページの「社会全体で取り組む子育て支援プロジェクト」、これは安心して

子供を産み育てることができる環境をつくるために、子育て支援拠点の充実や仕事と子育

ての両立に向けた雇用、就業環境の整備などに、地域社会全体で取り組むプロジェクトで

あります。 

次に、112ページの「未来を担う子ども・若者育成プロジェクト」です。 

これは次代を担う子ども・若者が、個性や能力を伸ばしながら、確かな学力の向上を図

るとともに、コミュニケーション能力や社会における生きる力など、自立していく上で必

要な資質をはぐくむ教育に取り組んで、茨城の未来を担ってもらえる人づくりを進めてい

こうとするプロジェクトです。 

次に、114ページ、「高齢者いきいき生涯現役プロジェクト」です。 

高齢者が健康で自立した生活を送るとともに、これまで培ってきた豊かな知識や経験を

地域社会で生かすことができる、いつまでも、はつらつと現役で生きがいをもって活躍で

きるような社会づくりを推進しようとするプロジェクトです。 

116ページ、「低炭素社会実現プロジェクト」、豊かな環境を次世代に引き継ぐために、

県民総ぐるみで地球温暖化対策を推進するとともに、本県に集積された科学技術を生かし

たグリーン・イノベーションを推進し、低炭素社会の実現に、扇動的、先進的に取り組も

うとするプロジェクトです。 

118ページの「泳げる霞ヶ浦再生プロジェクト」、これを流域住民、事業者などと一体と

なって霞ヶ浦の汚濁負荷の削減など、さらなる水質浄化対策を推進するとともに、水辺と

か、水面とか、多様な水際線の交流空間を活用して、霞ヶ浦の魅力づくりを推進するほか、

本県の自然豊かな河川や海岸などについても、霞ヶ浦だけでなく、河川や海岸などについ

ても、水辺環境の保全や利用の促進を図ろうとするプロジェクトであります。 

次に、120ページの、「質の高いライフスタイル創造プロジェクト」、本県の豊かな自然

環境や地理的条件、歴史伝統文化など、茨城の魅力を生かしたライフスタイルを提案する

とともに、さまざまな価値観に基づく質の高い暮らしが実現できる地域づくりを推進しよ

うとするプロジェクトです。 

次に、122ページ、「競争力ある産業育成と雇用創出プロジェクト」、本県の最先端科学

技術の集積を最大限に活用しながら、国際競争力の源泉となる産業イノベーションの創出

を図るとともに、戦略的な企業誘致の推進や中小企業の支援により産業の集積と活性化を

図り、雇用をしっかりと確保できるような取組をしようとするプロジェクトです。 

124ページの「いばらき農業成長産業化プロジェクト」、これは、安全安心で高品質な農

産物を提供し、消費者の信頼にこたえられる茨城ブランド力の向上を図り、もうかる農業

による経営の安定化と担い手の育成により、食料供給力を強化し、全国をリードする農業

大県いばらきづくり、そしてその持続というようなものを進めるプロジェクトです。 

その次が126ページ、11の「アジアへ広がる観光・交流推進プロジェクト」です。 

これは広域交流、広域交通ネットワークの整備効果を生かしながら、本県の魅力を効果

的に情報発信し、広域的な観光交流を促進するとともに、茨城空港などを活用したアジア

地域からの観光客の誘致を促進し、一大交流拠点の形成を目指そうとするプロジェクトで
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す。 

最後になりますが、128ページ、「いばらきイメージアッププロジェクト」、これはさま

ざまなランキング調査結果でも示されるように、茨城県もイメージが非常に低いといわれ

ているのですけれども、県民一人一人が地域の魅力を再認識し、郷土に対する誇りや愛着

心をはぐくむことにより、県全体として茨城の魅力や情報を効果的に発信し、本県のイメ

ージアップを図り、訪れたい、暮らしたい県として選ばれる茨城を目指すプロジェクトで

す。 

調査によりますと、ランキングの順位で47位というのも出ているのですけれども、それ

に伴いまして、地域を愛する郷土愛の深さがランキングとほとんどぴったり一致している

ということがありますので、その辺の郷土愛をはぐくむということも大変イメージアップ

には有用なことになってくるのではないかなというふうに思います。 

そしてちょっと飛びますが、150ページご覧ください。第３部「計画の推進のために」で

す。ここでは、計画を推進するための基本的な姿勢を示しています。 

まず、「１みんなで創る「いばらき」」と、「２茨城の地域資源や潜在力の活用」では、

県づくりの主役である県や県民、市町村などの多様な主体がその考えを共有するとともに、

本県の恵まれた地域資源や潜在力を最大限に生かして、いばらきづくりを進めていくとい

ったこの計画の基本理念にも通じる基本的な姿勢を示しました。 

そして、３の「行財政改革の推進」、４の「計画の適切な進行管理」と評価による行政

経営の推進、そして５の「地方分権の推進と市町村・近隣県等との連携」につきましては、

主に、県が計画を適切に推進するに当たっての姿勢や具体的な取組について示しています。 

そして、６ですね、153ページですが、６で「総合計画と各部門別計画との役割分担の明

確化」を挙げていますが、これは総合計画が各部門別計画の上位計画として指針性を重視

し、具体的な細かい施策の内容などは部門別計画に委ねるという役割分担を今回明確に示

したものです。 

以上、総合部会の審議事項としていた「基本構想」や「地域づくりの基本方向」「生活

大県プロジェクト」「計画の推進のために」などについて説明をさせていただきました。

以上、私の説明でございます。 

○関会長 ありがとうございます。 

次に、住みよいいばらきづくり専門部会の川上部会長さんからご報告をお願いします。

○川上住みよいいばらきづくり専門部会長 

それでは、私の方からは、３つの項目にまたがります「政策展開の基本方向」、この趣

旨と構成と、あと「住みよいいばらきづくり」に関する説明をさせていただきます。 

まず、19ページ、20ページをおあけください。 

ここにありますように、「政策展開の基本方向」の趣旨、囲みの中にございますけれど

も、ここの「いばらきの目指す姿」３つの目標が掲げられております。この３つの目標に

対応する政策分野のもとに、今後５年間に着実に推進すべき企画の施策とか取組、それか

らこれらを体系的に整理いたしました。 

構成といたしましては、「政策展開の基本方向」、こちらの方で、３つの目標のもとに

合計11の政策をおきました。そして現状と課題を整理した上で政策を構成する合計60の施
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策を設けました。また、施策の方には、県の主な取組や数値目標を示したほか、基本理念

に示しました生活大県を実現するためには、さまざまな主体との連携、これが重要ですの

で、いばらきづくりに取り組む連携ということで各主体に期待される役割も示しました。

こういう形で構成がされております。 

それでは、次に、「住みよいいばらきづくり」に関する「政策展開の基本方向」につい

てご説明申し上げます。 

21ページをお開きください。 

住みよいいばらきづくり専門部会では、人口減少社会の到来と、高齢化の進展や環境エ

ネルギー問題の深刻化、日常生活への不安と安全安心志向の高まりなどの現状認識に基づ

きまして、医療や保健、福祉、県民の安全、自然環境や生活環境などを中心に議論を行っ

てきました。 

さまざまな議論を踏まえまして、ここにございますように、「住みよいいばらきづくり」

では、４つの政策を柱立てし、21の施策を位置づけました。 

政策（１）といたしましては、「医療・保健・福祉が充実した安心できる社会づくり」

ということで、医療対策、それから少子高齢化対策、保健、福祉対策を中心とした内容に

ついて、１から６まで施策を位置づけております。 

次に、政策（２）としましては、「安全で安心して暮らせる社会づくり」ということで、

防犯対策や消費者対策、交通安全対策、災害対策など、安全な暮らしを中心とした視点か

ら６つの施策を位置づけました。 

また、政策（３）としましては、「みんなで取り組む地球にやさしい環境づくり」とい

うことで、地球温暖化対策、霞ヶ浦などの湖沼環境対策、森林保全対策など、５つの施策

を位置づけました。 

さらに、政策（４）としまして、「人にやさしい良好な生活環境づくり」こちらの方で

は、だれもが優しさを感じられるまちづくりや、地域コミュニティ、国際化に伴う多文化

共生のまちづくり、生活交通や生活衛生など、４つの施策を位置づけております。 

それでは、次に、それぞれの政策についてご説明申し上げます。 

具体的には、23ページから28ページまで、政策（１）の医療・保健・福祉が充実した安

心できる社会づくりが書かれております。 

こちらの方では、医師不足や医師数の地域間の偏在、それから少子化や高齢化の進展、

それから障害者が自立できる環境づくりの必要性、感染症や生活習慣病の増加などの課題

に対応するため、６つの施策を位置づけました。 

それぞれの施策、簡単にご説明申し上げます。 

まず、23ページの施策１「安心して医療を受けられる体制の整備」でございます。こち

らの方では、医療従事者の確保などの取組を掲げました。 

施策２、次のページでございますが、「子ども・子育てを応援する社会づくり」では、

結婚や子育てに夢を持てるような取組等を設けました。 

施策３「高齢者が安心して暮らせる社会づくり」では、高齢者の介護や介護予防対策等

の取組を入れてございます。 

また、施策４の「障害者への生活支援の充実」では、障害福祉サービス等に関する取組
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が設けられております。 

また、施策５の「安心できる保健・福祉サービスの提供」では、感染症対策や医療福祉

制度等に関する取組が掲げられております。 

施策６、28ページになります。「生涯にわたる健康づくり」では、生活習慣病対策等の

取組を位置づけました。 

今回、これらの項目の中で、特に医療につきましては、緊急性を要し重要であるという

ことから、一番目の政策に位置づけております。また、高齢者が安心して暮らせる社会づ

くりに、高齢者の生活の足である公共交通の確保、あるいは高齢者の買い物など、生活を

支える支援システムの構築、これらを新たに加えました。 

次に、30ページから35ページ、政策（２）がこちらの方に挙げられております。 

政策（２）の「安全で安定して暮らせる社会づくり」では、治安の悪化への不安や食品

の安全性に関する不安、消費者トラブル、交通事故、災害等に対する備え、原子力施設の

安全確保などに対応するための６つの施策を掲げました。 

それぞれの施策の内容を簡単にご説明申し上げます。 

まず、施策１の「犯罪に強い地域づくり」では、警察基盤の強化等の取組が挙げられて

おります。施策２の「消費生活と食の安全確保」では、消費者被害の未然防止などの取組

が挙げられております。施策３の「交通安全対策の推進」では、交通指導や交通危険箇所

の改修などの取組を入れてございます。施策４の「防災体制・危機管理の強化」では、防

災訓練や災害時における体制の整備等の取組。また、施策５の「原子力安全体制の確立」

では、安全確保のための監視体制強化等の取組を挙げました。また、施策６の「県土の保

全と社会基盤の維持・更新」では、自然災害の防止、軽減対策等の取組を位置づけてござ

います。 

次に、37ページから41ページご覧ください。 

こちらの方は、政策（３）のみんなで取り組む地球にやさしい環境づくりでございます。

温室効果ガスの増加、それから大量消費社会、湖沼や森林の多様な機能の保全、排ガスや

排水の削減、都市化による自然環境の悪化等に対応するための５つの政策を掲げました。 

それぞれの施策の内容を簡単に説明いたします。 

37ページのところからご覧ください。 

まず、施策１の「地球温暖化対策の推進」では、温室効果ガス削減の取組を掲げました。 

また、施策２の「資源循環型社会づくりの推進」では、環境負荷の低減等に関する取組

を入れてございます。 

施策３の「霞ヶ浦など湖沼環境の保全」では、水質保全等に関する取組。 

それから、施策４の「林業の再生と健全な森林の育成」では、森林づくりや木材の活用

などに関する取組を入れました。 

また、施策５の「身近な地球環境の保全と自然環境の保全・活用」では、大気環境や水

質保全等に関する取組を位置づけてございます。 

ここでは、「活力あるいばらきづくり」とオーバーラップする部分なのですが、林業、

木材産業の活性化、これ「活力ある」で取り扱っておりますけれども、これとあわせまし

て、「住みよいいばらきづくり」にも、林業の再生と健全な森林の育成、これを位置づけ
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まして、環境保全の面から森林の育成を位置づけてございます。 

最後になりますが、43ページから46ページの政策（４）のところをご覧ください。 

「人にやさしい良好な生活環境づくり」ということで、こちらの方では、モータリゼー

ションの進展や市街化の分散化、人々の連帯感や公共心の希薄化、それから外国人の居住

者が増加している。それから公共交通をめぐる厳しい環境がある。それから生活衛生環境

の充実、こういうふうなことの必要性から４つの施策を掲げております。 

施策の内容を簡単にご説明申し上げます。 

まず、施策１の「やさしさが感じられるまちづくり」では、集約型土地利用を目指した

まちづくりなどの取組を入れてございます。 

施策２の「地域コミュニティの活性化と多文化共生のまちづくり」では、地域活動ある

いは団体の活性化、それからネットワークづくり、また、外国人に対する支援体制の整備

等に関する取組が入ってございます。 

施策３の「生活交通環境の充実」では、バス路線や地方鉄道の活性化等に関する取組を

入れました。 

施策４の「生活衛生環境の充実」では、水の安定確保や水質管理に関する取組、これを

位置づけてございます。 

ここでは、特に、地域コミュニティの活性化と多文化共生のまちづくりに、国で現在検

討されております新しい東京について、県としても検討していくことを位置づけました。 

住みよいいばらきづくりの報告につきましては、以上でございます。 

○関会長 ありがとうございました。 

次に、人が輝くいばらきづくり専門部会の曽我部会長さんからご報告をお願いします。 

○曽我人が輝くいばらきづくり専門部会長 

 人が輝くいばらきづくり専門部会の報告をいたします。 

内容の説明の前に、審議の全体的なことをまとめたいと思います。 

この専門部会では、グローバル化の進展とか、人口の減少、地域活性化、活力低下への

懸念など、こういう現状認識に基づきまして、特に、子供や若者の教育、それから人と人

のつながり、人々の活動などについて、その将来のあり方や仕組みづくりなどを中心に議

論してきました。 

特に、全体として、これから言うような意見が多く出ておりました。まず１つは、将来

の社会を担う子供たちをしっかり育てる、こういうことへの意見。それから２番目に多い

というか中心的なものは、若者の社会参加、それから高齢者の活動こういうものを支援す

ることへの意見というのが２つ目。それから３つ目としまして、地域などにおける人々と

のつながりをつくると、こういうことへの意見。今申しましたように、先ほどの別の部会

と重なる部分もかなりあるわけですが、このようなことへの意見が多く出ていまして、こ

れらのいずれにおいても、効果がある、実効性のある仕組みづくりが、それから具体的な

活動する場もつくること、そういうことが重要であろうという声が多く出ておりました。

その際、ＩＴというのか、情報通信技術、こういうものの利用とかＮＰＯの活用、こうい

うことを積極的に考えるべきであるという意見が出ておりました。全体的な雰囲気はこの

ような感じでした。 
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それで、内容の説明なのですが、人が輝くいばらきづくりの政策のまず全体像なのです

が、先ほど説明のありました３つの目標のうち、ここの部会にかかわるのは、「誰もが個

性や能力を発揮し、主体的にいきいきと活動できる」この目標に関する政策なんですが、

基本柱として、47ページをあけていただけますでしょうか。 

まず、太字で書いている（１）、（２）、（３）、なのですが、「いばらきを担うたく

ましい人づくり」というのが１つです。それから（２）の部分ですが「豊かな人間性をは

ぐくむ地域づくり」、それから３番目として「互いに認め合い支え合う社会づくり」とい

うことで、３つの柱を置いて、このそれぞれの中に、合計17の施策を定めております。そ

の内訳をこれから簡単に内容を説明したいと思います。 

まず、（１）の「いばらきを担うたくましい人づくり」、ここでは、主に学校教育を中

心とした、その下にあります①から⑧までの８つの施策をおいております。 

それから、（２）の「豊かな人間性をはぐくむ地域づくり」、これは、家庭や地域の教

育力の向上とか、それから生涯学習、生涯スポーツといったもの、それから地域における

教育学習のあり方、こういう内容を中心に３つの施策を位置づけております。 

３番目の「互いに認め合い支え合う社会づくり」では、あらゆる人々が活躍できる社会

づくりといった視点に基づき、６つの施策、①から⑥までですが、６つの施策を入れてお

ります。 

以下、それぞれの内容、施策の内容について、簡潔に説明したいと思います。 

次のページにいきまして、「いばらきを担うたくましい人づくり」、ここでは、そこの

①から⑧なんですが、全体的には、これから言うような必要性、この中の必要性を認識し

て、それに応えるものとして立てております。その１つは、子どもたちの基礎学力や生き

る力の向上育成、そういう部分の必要性。それから心豊かで積極的な若者を育てる、そう

いうことの必要性。それから、教育ニーズに合った学校づくりの必要性。それから、高等

教育機関と地域との連携、こういうものの必要性。それから最後に、キャリア形成に関す

る意識向上や高度な人材育成の必要性。こういうことの必要性に応えようということで、

このような状況認識のもとで、そこにありますように８つの施策をおいております。 

この（１）の施策のグループの中で最も中心的なのは、施策①の「学力の向上と個性を

伸ばす教育の推進」この部分であります。詳しくは、ページが49ページ、隣のページです

が、このページの部分です。ここでは、子供たちに基礎学力を定着させることとか、それ

から幼児期からの一貫性、これを意識した教育を推進することとか、地域資源を活用した

キャリア教育を充実させることなどを意図した取組となっています。 

続いて簡単に、ほかの施策を説明したいと思います。 

次のページの②に移りたいと思います。 

50ページですが、②は、「豊かな心と健やかな体をはぐくみ自立した人を育てる教育の

推進」、こういうタイトルなんですが、規範意識や公共マナーの育成、それから子供たち

の心のケア、それからスポーツや食育などによる心と体の育成、こういうものが取組とな

っています。 

それから、簡単に施策の内容を説明します。ちょっと飛ばしまして、施策⑥を説明した

いと思います。54ページです。ここでは、「国際社会で活躍する人材の育成」こういうこ
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とで６つ用意しております。この取組は、最近のグローバル化の進展を踏まえたものであ

り、国際的な舞台で積極的に活動できる能力の育成、そういうものとか、国際的な相互理

解の推進などとした取組となっております。ということで、（１）の最初のグループの施

策の説明です。 

次に、施策２、ページが57ページになりますが、ここの話に移りたいと思います。 

この部分では、次のような必要性に応えるものとなっております。３つありまして、社

会全体の教育力を向上させる、こういうことの必要性。それから価値観の変化、多様化に

対応した活動支援の必要性。それから３つ目が、歴史や芸術文化を生かした地域づくりの

必要性と、こういうものの状況に応えることで、①から③の３つの施策をおいております。 

施策の①について説明したいと思います。58ページです。この部分は、最近指摘されて

いる家庭や地域の教育力の低下、こういうものに対する取組、それから地域社会や異世代

を意識した人と人との関わりを、こういうものを強化というような取組になっております。 

それから、次のページの②の「生涯を通して生きる喜びを味わえる環境づくり」、59ペ

ージですか。この部分では、生涯学習の推進とその成果の地域での発表、こういうものを

意図した取組となっております。 

それから、３番目、これは60ページになりますが、「歴史・芸術・文化の薫りの高い地

域づくり」では、本県の歴史や文化に関する認識を深め、地域づくりに生かしていくよう

な取組をしております。 

それから、最後の３つ目の目標なんですが、「互いに認め合い支え合う社会づくり」と

いうことで、61ページからですが。ここでは、先ほどと同じように、どういう必要性にこ

たえようということを整理しておきますと、５つほどありまして、いまだに存在する人権

問題を解消すること、それからライフスタイルの多様化を踏まえた社会づくり、それから

若者や高齢者あるいは女性の社会参加を支援する、それから障害者の自立と社会参加を支

援する、それから外国人も含め、すべての人が活躍できる社会づくり、これらのことへの

必要性に応えるということで、そこにありますように、①から⑥の６つの施策を置いてお

ります。 

いくつか抽出して説明いたします。 

63ページをご覧いただきたいのですが、②の「個性と能力が発揮できる男女共同参画の

推進」では、あらゆる分野における男女共同参画の推進やワーク・ライフ・バランスの実

現に向けた取組を入れております。 

それから次のページ、64ですが、ここでは「青少年・若者の自立と社会参加への支援」

ということで、主に、高校生から就職直後の若者、こういうものを想定して、若者のネッ

トワークづくりなどに関する取組です。 

それから、④について簡単に説明しますと、次のページですが、65ページ、「高齢者が

いきいきと暮らせる社会づくり」、ここでは、社会の高齢化に対応して、それから強調し

たいことは、高齢者個人という視点だけでなくて、社会で高齢者をどういうふうに活用し

ていくのか、そういう社会参加、社会全体からの視点という、そういう視点からの支援、

取組をおいております。 

以上が「人が輝くいいばらきづくり」の内容の説明なのですが、最後に、部会で出てい
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た意見としてお伝えしたいこととして、数値目標について、次のような意見がありました。

多かった意見として、この県の計画の達成度は、総合的な点検評価に基づくのが本来であ

り、いくつか数値目標が出ていますが、これはあくまでも象徴的な目安と理解すべきなの

ではないかということで、数値目標への認識や取り扱いについては、今後、このようなこ

とを配慮していただきたいという意見がありました。 

以上が「人が輝くいばらきづくり」に関する政策展開の説明です。 

○関会長 ありがとうございました。 

 それでは、次に、活力あるいばらきづくり専門部会の石田部会長さんからご報告をお願

いいたします。 

○石田活力あるいばらきづくり専門部会長 

 報告させていただきます。 

 活力あるいばらきづくり専門部会では、これまでにも出ておりましたけれども、社会経

済のグローバル化の進展、人口減少の問題とか、本県の非常に大きな特徴であります科学

技術の振興や力強い産業づくりと、農業生産額が全国２位でございますけれども、それを

支える農林水産業の振興のほかに、観光、物流及びＩＴなどを使った活発な交流社会づく

りということについて議論を行ってまいりました。 

その中で、蓮見副会長のご報告にもありましたように、人口が減っていく、その中で、

安定的な経済の発展をぜひ期待したいということでございます。人口が減る中で、県内総

生産が増えるということは、１人当たりの県内総生産、20年後には、今より40％ぐらい増

えないとつじつまが合わないことになる、過去20年間ほとんど変わっておりませんので、

相当厳しい状況だなということでありますけれども。でも、そういう厳しさを見詰めつつ、

元気に明るく、みんなで、次の茨城を創っていくんだと、そういう基本的姿勢、共通姿勢

で議論が進んできたというふうに考えております。 

ほかの部会もそうでございましたけれども、非常に熱心に議論をしていただきまして、

予定よりは、専門部会、１回多く開催させていただきました。急な開催でございましたの

で、残念ながら出席者が少のうございまして、事務局に無理をお願いして、専門委員の先

生のところにお邪魔をして、個別にご意見を伺ってくださいという、そういうことをして

いただきましたところ、怪我の功名というか、すごくたくさん意見がいただけました。事

務局及び部会の委員の方にはお礼を申し上げます。 

その中で、これからご説明いたしますけれども、いろいろな取組について、非常に専門

的な立場からいいアイデアをいただきましたし、数値目標についても、こういう資料があ

るはずだからということでいただきまして、それは取り込んでございます。 

先ほど、曽我部会長も報告されましたけれども、特に数値目標に関しては、やはり安定

的にかなり容易に認識できないと、モニタリングはできないということで、非常にいいア

イデアをいただいたのですけれども、必ずしも反映できなかったというふうに反省もして

おります。でも、数値目標はそれを達成するということももちろん大事なのですけれども、

それ以上に、それを見ていろいろ考えるという、今後の進捗管理にも関連いたしますけれ

ども、そういう使い方をするということで、委員の方にはご了解をいただいております。

前置きが長くなりました。 
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活力あるいばらきづくり部会では、競争力ある元気な産業が集積し、交流が盛んな活力

あるいばらきを考えると、提言するということでございまして、４つの政策の柱のもと、

22の施策を位置づけております。 

簡単に、ご説明をしたいと思います。 

まず68ページには、４つの政策とその下の22の施策の一覧表を掲げております。 

まず、それぞれの政策でございますけれども、69ページから70ページは、科学技術創造

立県が非常に大事な茨城でございます。これまでにも実績を積み重ねてきております。日

本や世界をリードするということを前面に掲げまして、それで今までの蓄積の活用とか、

これからそういう産業拠点をどうすればいいのか、あるいは県民や次の世代の方の科学技

術に親しむことができる環境づくりなどを述べております。 

ここは、施策自体は２つでございます。研究開発の推進と研究成果の社会還元でござい

ます。Ｊ－ＰＡＲＣとか、つくばもそうでございますし、今いろいろなところでいろいろ

な試みがされておりますけれども、その点をどう拠点性を伸ばしていくいかというところ

で、主な取組を、たくさん10個掲げてございます。 

それに負けず劣らず重要なのは、科学技術を担う人材の育成でございます。それは71ペ

ージに書いてございますけれども、そういった環境づくりでございます。研究機関いろい

ろなアウトリーチ活動等は非常に大事だということを主張してございます。 

２番目の政策は、「国内外の競争に打ち勝つ力強い産業づくり」ということでございま

す。ここも競争だけではなくて、これからは連携ということも大事ではないかという、そ

ういう貴重なご意見もいただきましたけれども。今、世界市場を見渡しますと、そこへ行

ってやはり勝負しなければ話にならない。工場が海外進出するという意味ではなくて、ど

こで展開しようと、世界戦略は大変で、それで連携するためにも、やはりある程度の基礎

体力がなければいかんだろうというそういう議論もございまして、競争に打ち勝つという

言葉を残してございます。 

72ページからそのことが書いてございますけれども、この政策を構成する施策としては

７つ掲げてございます。まず、最初が産業拠点の競争力向上と企業立地の促進でございま

す。この地域の特性を生かした拠点形成をやろうということで、つくば、日立、鹿島とい

う集積地のみならず、そのほかへのところへも同様に発展するかということでまとめてご

ざいます。 

政策の２番が「競争力あるものづくり産業の育成」でございます。成長が今後見込まれ

る分野への産業支援等を書いてございます。 

施策３は、「生活を豊かにする商業・サービス産業の育成」でございます。 

新たな工場とか、きめ細かい生活者の視点としての新しい産業、そういうのをソーシャ

ルビジネスという名前で定義づけて、そういうのも積極的に応援していこうということで

ございます。 

政策４は、「地場産業・特産品の育成」でありますし、政策５は、「経営革新の促進と

経営基盤の強化」でございます。施策６は、「産業を担う人づくり」及び「雇用・就業環

境の整備」が７番目でございます。 

先ほども説明しましたけれども、本県の特性を考えますと、科学技術教育ということが
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非常に重要でしょう、それは若者の教育としても重要でありますけれども、先ほど申しま

したけれども、そのソーシャルビジネスとか、シルバーとかということを考えますと、シ

ルバーエイジの方とか女性の方、非常に貴重な体験スキルをお持ちでございますので、そ

ういう方々にご活躍いただく場を整備するのだということも大事だねということでござい

ます。 

その次の政策が「日本の食を支える食料供給基地づくり」でございます。 

これについては、80ページから86ページに書いてございます。 

全国２位の農業県でございます。そこをやはりこれから食料の安定的供給というのは、

国の使命としても非常に大切でございますので、そういった役割も踏まえて、農業の担い

手の確保や、商品価値の高い農作物づくりなどをやろうということでございます。 

80ページには、施策の第１番目に、「消費者との信頼関係の構築」ということを書かせ

ていただいております。 

これまでは、どっちかというと、産業の方から、産業の考え方を中心に施策を展開する

ということが多かったのが日本の通例でございます。こういう考え方をコンタクトアウト

というのですけれども、それよりは、消費者の方のニーズ、あるいは信頼性を考えるマー

ケット・インそういう考え方をしていくということで、その専門家の先生方もお骨折りい

ただいております。こういうことで、視点を大きくかえていく、そういう中での農林水産

業を考えていこうという構成になってございます。 

２番目は、それとも関連いたしますけれども、高品質で商品価値の高い農産物づくりと

販売力の強化ということでございます。独自産業ということを申し上げます。農業、１次

でつくって、２次で加工して、３次で流通していくと、それも、１掛ける２掛ける３の６

次だと、１が頑張らないとゼロに近くなると、６にならないというそういう意見もござい

ました。 

そういう中で、農業生産を支える基盤づくりが、単に生産基盤だけじゃなくて、そうい

う基盤も大事だなという議論をしております。ＣＯ２の問題とか、本県の首都圏に近いと

いうそういう立地特性を考えて、林業、国内産業の活性化、社会規模で視野で大事だろう

ということでございます。 

そういうことをきちんと進めていくためにも、６番目でございますけれども、農山漁村

の活性化ということも非常に大事な課題だということでございます。 

最後に、87ページから、「人・もの・情報が活発に行き交う交流社会づくり」でござい

ます。 

現状と課題にございますように、交流人口の拡大や観光交流の促進、多様な地域資源を

生かした地域づくり、陸・海・空の交通ネットワークの活用、情報交流社会、ＩＴの活用

というものの必要性を踏まえ、７つの施策を位置づけてございます。魅力のある観光の推

進、個性を活かした魅力的な地域づくりの推進、広域交通ネットワークの充実、茨城空港、

港、物流体系を活用した情報交流社会づくりでございます。 

ここで議論がございましたのは、１つ１つ非常に重要なんだけれども、それだけではだ

めで、ばらばらではなく、本当にどういう連携をとって政策目標を達成していくかという

ことが重要、そういう意味では、シナジーという言葉が大事だねということでございます。 
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先ほども、申しましたように、冒頭に申しましたように、各施策につきましては、取組

につきましては、けがの功名で、非常にたくさんのご意見、アイデアをいただきまして、

それについて充実したんだろうというふうにも思います。 

ところが、改めてこういうふうに見ますと、冒頭申し上げました、厳しいけれども明る

く頑張っていこうというところが、たくさんあるだけに、そういうバックボーンとおのお

のの施策とのバランスといいますか、そういうのは多少わかりにくくなっているなという

ことが、ここまでまとめましたが、何かそういう印象もございます。その辺、またどうバ

ランスをとっていくのかなということですね。もう少し時間もございますので、その辺に

ついて、審議会で議論をしていただければと思います。 

以上でございます。ありがとうございました。 

○関会長 ありがとうございました。 

住みよいいばらきづくり、人が輝くいばらきづくり、そして活力あるいばらきづくりの

３部会のご報告をちょうだいしたわけでございます。本当にご苦労さまでございました。 

まだ時間がございますので、もちろんこれからはご意見をいただくところでございます

ので、皆さんの、今ご発表いただきました答申（案）につきまして、ご意見を伺いたいと

思いますが、いかがでございましょうか、Ａ委員。 

○Ａ委員 全体的にも伺いまして、非常によくまとめられているという感じはいたします。

先ほども石田先生がおっしゃっていましたけれども、非常に厳しいけれども明るくいこう

ということで、県民に対するその夢みたいなことを与えるという意味では、非常に大事だ

というふうに思いますが。現実、産業の第一線でいろいろな仕事をしている立場から言い

ますと、楽観的にすぎるのもいろいろあるのかなと気がしてならないのですよね。やはり

厳しいということをもう少し前面に打ち出すことも、厳しいからしりにしちゃってはいけ

ないわけで、厳しい現状があるのだというところを、もう少し何とか訴える必要があるの

かなという気がしています。 

何となく、何とかなりますよというような感じで、私は少し焦りといいますか、焦燥感

が少しあるんですけれども、特にグローバルなんていう視点から言いますと、本当にこん

なのんびりしていていいのだろうかという感じがするんですよ。それをどうこの具体的な

施策の中で書き込むか非常に難しいのは、承知はするのですけれども、何かこんな視点も

明るい未来ばかりの話を打ち出すことでいいのかなという気がします。 

そういうのが視点にあるからということで、私何かそういう目で見ちゃうと、気になり

ますのは、非常に構成的にもいいのですが、今回、各主体に期待される役割というふうに

あるのですけれども、ちょっと気になったのは、「期待される」という言葉なのです。期

待というのは、言葉のニュアンスからいうと、各主体にやっていただけたらありがたいな

という感じなんですよ。そうじゃなくて、本当に各主体が積極的にこういう問題に取り組

んでもらわないと困りますよというぐらいの中身だと私は思うのですよ。だから、言葉を

どう使うかなんですけれども、例えば雑駁でいえば、各主体にぜひ積極的に取り組んでい

ただきたい役割としてはこういうものがあるというような言い方をするとか、それからこ

れはもう県がいろいろ考えていただくことなのですが、やはり今、先ほど言ったグローバ

ルの面でつらいのは、日本全体が高コスト社会になっているということなのですよ。やは
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り県なんかも同じなのですけれども、高コスト社会からの脱却みたいな視点もないと、こ

れからの国際化の競争力ますます厳しくなるわけでございまして、そういう中で、そうい

う高コスト社会からの脱却みたいなことが指摘入れなくてはいかんなということは１つと。

それから、どうしても、今中小企業なんかでも、とにかく国内でのパイを分け合うなんて

時代じゃないわけで、どうしても海外に出なくちゃいかんと、私ども企業なんかでもちょ

っと思って今海外で仕事したのですけれども、そういうことから言いますと、もっと海外

に目を、いろいろなところに出ているのですけれども、海外に目を開くといいますか。 

これはある高校の先生と話していましたら、もうとにかく私が主張したのは、日本なん

かじゃ、ＧＤＰの日本の国内生産だけで半分ぐらいしか助かりませんよと、あとの半分は

輸出で稼ぐしかありませんよという話をして、とにかく若い人にはぜひ海外行ってもらわ

なくちゃいかんよというような話をやりましたら、今の高校生は海外どころか、県外へ出

ていくのも嫌がるという話を聞きまして愕然としたのですけれども、例えば、もちろん指

摘はそういうことをベースにして、海外に目を開く、あるいは海外との交流みたいなのが

入っているのですが、何か一番最初に申し上げた、のんびりしたスケールじゃなくて、も

っと焦眉の急だというイメージを出していただきたいのがお願いでございます。 

○関会長 ありがとうございました。 

 Ａ委員は、日立製作所でも苦労されたのでしょうが、卒業されてからもこれまた不動産

その他大変な苦労をされましたので、この案に対しても、とてもシビアな、大きな難しさ

というのを感じられておるのだろうと思います。 

私は、中小企業でやっておりますが、大変難しい状態でありまして、どうやっていけば

生きていけるのかということを申し上げて、最後になっちゃうのでありますが、本当に中

小企業の、特に地方の商業の劣化は大変なものでございまして、そういう意味ではどうで

しょうか、Ｂ委員。 

○Ｂ委員 Ａ委員のお話もそのとおりでございます。会長からお話ありました点ですが、

茨城県の人口の構成の見通しが出されていますが、ご商売にそれは生かしていかなくちゃ

いけないのかなと思います。人口は、多少減少していきますけれども、ボリュームゾーン

が高齢化していくと思いますので、ここにあるように、医療、福祉面の対応もそれにあわ

せていかなくちゃいけませんし、ご商売もそういう年代へのニーズに合わせていかなくち

ゃいけないのかなという思いも片方ではございます。お互いに地域内で支え合いながら、

いきいきとした「いばらき」をつくらなくちゃいけないのだろうと思います。 

そういった中で、今回バランスよく整理されていただいていますので、全体としてはよ

ろしいのですが、これから推進するに当っては、推進の優先順位等が出てくるのだと思い

ます。1つ気になりますのは、茨城県は、これまで皆さんご承知のとおり、非常に広い可住

地をうまく活用しながら、地方の中核都市というのは、適正に、その位置的にも規模的に

もバランスよく形成されてきて、県民の生活経済等を支えていたのではないかと思うので

すが、それがいろいろな環境変化によって変わってきている。それぞれの分野に組み込ま

れておりますけれども、地方の中核都市の都市機能をどう整備していくかということに、

もう少し踏み込みながら、課題をともに解決していくということが非常に大事なのかなと

思います。 
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それから、先ほど蓮見副会長からもお話がありましたが、我々茨城に住んでいて、イメ

ージ調査するたびに一番下というのは非常に不愉快。これだけ資源があって潜在力も高い

ところでありますから、その辺をどうこの計画にうまく取り入れいくかということ。また、

観光の分野では、満足していますという結果がありますが、その辺の満足度と、このイメ

ージ調査結果をどういうふうにとらえて、それに対してどう具体的に対応していけばいい

のかと、それがちょっと気になりました。以上でございます。 

○関会長 ありがとうございました。総合部会長さん、何かございますか。 

○蓮見副会長 それぞれ、いろいろ思うことを言っちゃうと時間がまたかかってしまうの

ですけれども。基本的には、やはり茨城がいろいろな意味でトップになるんだという、何

で１番にならなきゃいけないのという発想ですけれども、やはりそういう気概というので

しょうか、それが原動力になって動いているのじゃないかなと思いますし、Ａ委員のおっ

しゃった危機意識と裏表でございますけれども、とにかく、危機だから何とかしようとい

うよりは、とにかく、何がなんでも一番になるんだといって頑張っていくような、そうい

う計画の何というか彩りというか、それはやはり必要なのかなと。 

私も教育に携わっておりまして、一番深刻に思うのは、若い人たちが未来に対するイメ

ージがもてないというのでしょうか、自分が将来携わっていく職業に対するイメージがも

てないとか、そういうところが一番根源的に大きい問題なのではないかなというふうに思

いますので、さっき言いましたように、それぞれの立場の人がそれぞれの職業と人生にお

いて、みずからに尊厳をもって、茨城が一番なんだと、一番になるんだということで思い

続けながら頑張るというところが基本的に大事なのかなと思います。 

そういう意味では、繰り返しますけれども、先ほどちょっとご紹介しましたけれども、

ブランド調査で、ブランド総合研究所が47位で、日経リサーチが45位ですか、大体いろい

ろな調査が合っているのですよね。茨城はいつも一番下ということは合っているのですけ

れども、それと郷土愛の高さ、つまり私たちの住んでいるところはいいところだといった

人が何割いるかという、それとぴったり一致しているというのはなかなか怖いものがある

なと。やはりよく言われるのですけれども、茨城県はいいところだとか、私たちもとても

頑張っているんだとか、そういう意識を強く持つというところはとても大事だというふう

に思っております。何か答えになりませんけれども、以上です。 

○関会長 ありがとうございました。 

 本日の審議会が、実質的には、最後の審議会になるかと思われますので、後でああいう

こと言っておけばよかったといわれても困りますので、どうですか、手を挙げていただい

て、どんなことでも結構です。ご自分でお考えいただいて。はい、どうぞ。 

○Ｃ委員 自分は農業ということでこの会議に出ているのですが、この取りまとめの中で、

日本の食料基地、茨城は食料基地だとうたっているには、人づくりの方で何か弱い、農業

に関しては弱いような気がいたします。 

我々は、就農活動ということで農業経営士が、各高校、農業高校あるいは農業大学校に

出向いたり、出向きまして就農活動、啓蒙活動そういうことをやっておりますが、低年齢

層に対する農業に対する理解を、これはまさに、先ほど先生もおっしゃいましたように、

郷土愛とつながるものでして、まさに日本の食料基地というものであるならば、先に挙げ
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てもっと踏み込んで、低年齢層にも、この食育やら農業に対する理解を深める、これはま

さに日本の我々がよく言っております食文化の構築にもつながりますので、その辺を考慮

していただければありがたいなと、そう感じましたのでよろしくお願いいたします。 

○関会長 ありがとうございました。どうぞ、Ｄ委員。 

○Ｄ委員 結構青年とか若者という言葉がいっぱい出ているのですけれども、私も、総合

計画の中で、いろいろな活動からいろいろな視点で入れていただいて、非常に今後注目し

たいなというふうに思ってはいるのですが。 

ただ、ちょっと例えば64ページに、「青少年・若者の自立と社会参加への支援」という

ところがあるのですけれども、その前のページを見ると「男女」、その前が「一人ひとり」

個人の話で、青年というか若者というのはここに入っていると思うのですよ。その次はも

う「高齢者」という感じなので、若者の支援というのはここに入っているのかなというふ

うに考えてみると、表題の方が「青少年」という形なんですよね。ちょっと「青少年」と

いうのが、どうしてもやはりゼロ歳から30歳までというようなこと大きな含みで、また若

者というのも、若者というのを具体的にどの世代なのといったときに、総合計画自体が25

年後を見てつくるということは、やはりその青年層、例えば結婚だったりとか、少子化の

問題だったりとか、就職だったりとかというときに、すごく大切な切り口である若い人た

ち、その人たち見てほしいということを考えると、その見せ方というのは、どういうふう

にしたらいいのか、そのようなことをちょっと感じました。 

また、112ページのプロジェクトですか、「未来を担う子ども」それから「若者育成」、

若い人若い人ということはすごく言われておりまして、純粋にボランティアをやりたい若

い人たちも増えているというようなことですので、何かやりたい若い人たちにやっていた

だけるということであれば、純粋にその青年のリーダーの育成とかという言葉が、このプ

ロジェクト、主な取組に入っていくべきじゃないかなというふうに感じました。以上です。 

○関会長 ありがとうございました。 

この112ページのあたり、未来を担う子どもは（どこが答えるのか）。 

○蓮見副会長 企画課です。 

○関会長 企画課。 

○蓮見副会長 112ページの、「未来を担う子ども・若者育成プロジェクト」のところの柱

に、青年リーダーの育成というような、何か人の育成という部分をもっと入れて何かボラ

ンティアと社会のために何かやりたいという若い人の気持ちをつなげていくような仕組み

が必要ではないですかというようなご意見と承ったのですけれども、企画課の方はいかが

ですか。 

○仙波参事兼企画課長 若者に対してのプロジェクトとか、政策展開の方も入れてござい

ますが、今のようなご意見に対して、部会長さんとも相談させていただいて検討していき

たいと思います。 

○蓮見副会長 よろしいですか、そういうことで。 

はい、どうぞ。Ｅ委員。 

○Ｅ委員 やはりこれからの茨城を担うのは青年でございますので、その点をもうちょっ

と、女性青少年課さん等の担当課さんと相談していただきまして、もう少し青年に対して
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どれほど真剣に考えているのかといいますか、まず茨城県の情勢厳しい現状でございます

ので、予算でもまず切られていくのがこの青年活動等々のものからというような状況でご

ざいまして、いろいろな青年の事業が切られているのが実情でございます。ですので、本

当に青年リーダーを真剣に育成しようと思うのであれば、そこを切っていいものなのかど

うかということをちょっと検討していただきたいなということが１つでございます。これ

が１つは青年の代表という立場での意見でございます。 

もう１つございまして、私は、「住みよいいばらきづくり」ですので、ちょっと担当外

でございますが、73ページ「活力あるいばらきづくり」の方でちょっと気になることがご

ざいまして、主な取組の４番で、「戦略的な企業誘致の推進」というところでございます

けれども、これは企業誘致というのは、県外からも誘致するということなのか、県内の企

業をどんどんもっとたくさん集積していこうということなのかというのがまずちょっとお

尋ねしたいところでございます。 

もし県外から企業を誘致しようというのであれば、今本当に、先ほどから話に上がって

おりますけれども、県内の中小企業、本当にもう厳しい状況でございますから、県内外か

らの企業を誘致して、それで県内の企業をスルーしていって、海外にまたもっていってし

まうということであれば、ちょっとこの点をもう少し詰めて考えていただきたいなという

希望がございますが。この企業誘致というのは、県内の企業を集積するだけということな

のか、それとも県外からたくさん大規模な企業を誘致してやっていこうという考えなのか

をちょっとお聞かせ願えればと思っております。 

○関会長 ありがとうございます。 

○政策審議室 政策審議室の加藤と申します。 

 ここで言います企業は基本的には県外企業を指しておりますが、いつも県でやっている

一般的な企業誘致につきましては、県あるいは開発公社におきまして、工業団地をつくっ

ておりまして、そこに企業を誘致するということで、既存の企業をどかしてということで

はなくて、基本的には、新しい、建っていないところに新しい企業が来る、あるいは、場

合によっては既存の工場が移転した空き地に新しい企業をもってくるということで、これ

は基本的には、県内の企業の方の場合もありますし、県外の企業を誘致するということも

ございます。 

従いまして、決して集積という場合に、何か県内の企業をどかして県外の企業をもって

くるということではなくて、今空いている土地、工業団地あるいは空き地に対して企業を

誘致する、そういう意味でございますので、決してその県外企業をバッティングするとい

うことではなくて、企業が集積することによって、さらに県内の中小企業も発展する・・・。 

○関会長 そういう意味じゃないですよ、今の申されたのは。県外の企業がどこに入ろう

が、その人との競争でつぶされていってしまう業者が、県内の中小企業あるいは業者とし

てあるのだとすればどうするんですかという意味でしょう、そういう意味ですよ。 

○Ｆ委員 関連してよろしいですか。 

○関会長 どうぞ。 

○Ｆ委員 先ほどの農業の位置づけと若い人が、地元で密着している産業で農業というの

は最たるものだと思うのですけれども、その地元でしか生きられない、土地に密着してい
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て、まさに農業に、若い人がどれだけ愛着とか関心とか問題意識をもっているかが、茨城

県という郷土全体に対する愛着と非常に関連しているんじゃないかというご意見、私も全

くそのとおりだと思うのですね。 

それと今の中小企業、地元の地場産業とか中小企業を産業政策の中でどういう順位づけ

のところにもってきて重視するのか、その点もこの活力あるいばらきづくりの政策体系の

順位づけなんですよね。 

外と競争して、外国と競争して生き延びていくという、先ほどの一番最初の競争力強化

という点でいうと、１つはもともと競争力を持っている県外の優良企業を茨城県に引っ張

ってきて、それで茨城県の産業大県としての地位をさらに向上させていこうというそうい

う発想が１つあると思うのです。ただ、これの限界がやはりいろいろなところで意識され

てきているのが今の現状じゃないかと思うのです。外から強いものを引っ張ってくるとい

う発想に対して、県民が、それじゃ郷土愛につながらないんじゃないかということで、結

果的に、茨城県に対する評価とか、もともとあるものを、潜在力をどう引き出していくか

じゃなくて、外から力をあるのを引っ張ってこられると。こういうやり方でやってきたと

ころが郷土愛というところになかなかつながらなかった１つの大きな要因になっていると

いうふうに私は思いますので、農業の位置づけも含めて、あと地場産業の位置づけも含め

て、やはり活力ある、どういうふうに活力を伸ばしていくのかというところの基本的な視

点と順位づけが今のものでいいのかなという疑問を大きく私自身も感じているところです。 

○関会長 ありがとうございます。 

 私、長年茨城県で一生懸命やって、いや皆さんにお世話になってそれで生きているので

ありますが。しかし、強い企業を県外から誘致して、それで３年も５年も税金要らないで

もらわないよというようなこといいながら、それでやられたのでは。私は知事さんに何回

も申し上げたかったのです。会合で、いや今度は大企業が入ってきてくれて、この方には

３年間無税でございます。そんなことを言ってだれがよろこぶかというのです。今の地元

の我々は。ですからそこのところの、県内の事業者もやりがいを感じ、農業者もやりがい

を感ずるような政策をつくりながら、豊かにしていくものがないと、何でもでかいものつ

くって即製していけばいいのだというのじゃなくて、みんな泣き泣きやっているのですか

ら、本当に、これは企画部を初め、県の皆さんにはおわかりいただきたいと余り言っても

なんですが。Ｇ委員何か。 

○Ｇ委員 労働界全般といいますか、対応しているのですけれども、やはり今日の本当に

方向的には非常によくまとまっているのかなというふうに感じております。でもやはり現

実とかけ離れているのかなという気がするのですけれども、やはり１つは、私は、モデル

をつくればいいのじゃないかというふうに思うのですよ。全体的に、方向としてはそうな

のですけれども。例えば、工業というその１つのまちづくりなのですよ、１つは。第１次、

第２次、第３次のまちづくりをどういうふうにしていくか、と。例えば、地元の中小も含

めて、グローバルに勝とうとしたときに、国の中小を含めて法人税下げる、大企業の税を

下げるというのももちろんなのですけれども、では茨城の工場誘致、工場の面積は日本一

だと、生産高も日本で８位だとかといういいものあるのですけれども、でもどうなのかな

と。 



－23－ 

 

例えば、常陸那珂港区、今、日立建機さん、そばにはコマツもきて、非常に輸出が盛ん

だという港があるわけですよね、日立港区、常陸那珂港区、大洗港区、鹿島港という４つ

の港の役割責任を分担してやろうと、非常にいいと思うのです。でも、例えば日立港区、

常陸那珂港区ですよね、今動いているのは、北埠頭だけでしょう、活躍しているのは、中

間のあそこをきちんとやろうというのも、スーパー堤防じゃないけれども、火力発電所の

石炭の灰でなんか埋めたら何年かかるかわかりませんよ。じゃそこを、工作機械の輸出の

拠点だという視点から、常陸那珂港区という拠点を、きちんと金かけて埋め立てして、ど

ういう港をやっていこうとか。 

農業だって、茨城県は第２位になったわけでしょう、北海道の次に。北海道の次に第２

位といったら、面積からいえば日本一ですよ。でも、それが豊かな茨城の農業かといった

らそうじゃないでしょう。今求められているのは、生産から、加工から販売、そして市野

沢さん反対しましたけれどもＴＰＰに、輸出できる農業をつくっていくのですよ。それを

どこでやるのか。例えば、ひたちなかの乾燥芋でもいいじゃないかとか、米づくりはどう

なんだと、野菜は行方のいい野菜があるわけですよ。それが、茨城県からきちんと他県に

どういう形で流通して販売できるみたいな、だからそういう１つのモデルをつくるのです。

ある程度つくったらいいんじゃないかと。 

教育だってそうですよね、今、小中学生の自殺があると、茨城県は大丈夫なのかと、そ

ういう視点で、どこかの地域を、本当にいじめとかないとか、どうやって監視、そして子

供たちを育てていくというそういった１つのモデルをつくって、全体的には無理なのだか

らきっと。全体的に全部をよくしようなんていうのは。１つのそれぞれの課題に応じたモ

デルをつくって、そこで検討し、実施をし、検証し、それができれば、それを県内全体に

やっていくと、それが茨城県の強みになり、全国への強みになるんじゃないかなというふ

うに感じるのですけれども、全体最適というのは、非常にすばらしいと思うのですけれど

も、全体最適をするためには、１つの個々の最適をつくっていくということが、私は重要

なのではないかなと、そういう視点で対応していただければ、もっと早くスピーディーに、

いいものが、教育も、文化も、工業も、農業もできるんじゃないかなと、そういうスタン

スで取り組んでいただければ、私はありがたいなというふうに思っています。 

○関会長 ありがとうございます。蓮見先生。 

○蓮見副会長 いろいろなご意見いただいたのですけれども、基本的には、そういうご意

見というのは、生活大県プロジェクトのところで、部局を超えて推進していくというのが

私は大事だと思うし、そういうその生活大県プロジェクトの中に、Ｇ委員ご提案いただい

たような最適モデルというのでしょうか、そういうものを想定して、これならば生きてい

けるぞみたいな、そういうような１つのモデルを構築するということを位置づけるという

のが非常にいいことだし、より具体的に、生活大県プロジェクトが進むよすがになるかな

というふうに思っておりました。 

それから、あとは、先ほどいろいろ茨城の地場の産業、それから農業も含めて、それが

本当に県外からいろいろな企業を誘致することによって、むしろ日本の植物が海外の植物

にみんなやられちゃうみたいな、セイタカアワダチソウみたいな感じで、塗りかえられて

いくというのは本当に忸怩たる思いというか、たまりませんというところがあるんだと思
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うのですけれども。 

工業の問題も非常に深刻なんだけれども、例えば、象徴的にいうと商業ですよね。今ま

での中心市街地が非常に衰退する一方で、大きなショッピングセンターとか、そういう全

国規模の拠点ができて、そこに人がみんな流れていくという、私も土浦市民なのですけれ

ども、イオンができて本当に皆さんうれしそうで、ほとんどの人がイオンに集まって、土

浦市民にこんな購買力があったのかと思うぐらい。つくばの方はそれほどもないように見

えますけれども、土浦の方はばんばん買っていくという実態があるんですよね。それは一

体だれを利するのかというふうに考えていくと、結構難しい問題なのかなというふうに思

うのです。 

だから、それで結局みんなが幸せになればいいのですけれども、そういうショッピング

センターでものを買うということと、地域のある商店とで、人間関係も含めて、何かねっ

とりものを買うということの価値というのは全然僕は違うと思うし、何かひょっとすると、

町の記憶を、若い人が、子供たちが失ってしまったようになるかもしれないという、さっ

きの茨城の尊厳ですか、そういったところにも危機がつながっていくような気がするので

す。それに対して、根本的な解決をしていくというか、つじつまの合う解決策というのを

つくっていかなければいけないというふうに思うし、その辺も最適モデルというようなと

ころでやれるといいなというふうに思って聞いておりました。 

 ですから、今のご意見は基本的には、何か私としては、個々ばらばらに施策で分けてや

るのではなくて、総合的に生活大県プロジェクトの中で、最適モデルを模索するという方

向でまとまるといいかなというふうに思っております。 

○関会長 実際の事業といいますか、商いといいますか、商売を考えますと、これがっか

りしちゃうのですから、Ｈ委員は、スポーツを通してちょっと最後元気のいいところをご

披露いただければありがたい。 

○Ｈ委員 すみません、私スポーツも大好きなのですけれども、うちのＮＰＯが県と共同

させていただいたり、今度は、県西生涯学習センターの運営をさせていただいたりという

形で、共同がうまくいっている１つのポイントとして、やはり共同というのはギブ・アン

ド・テークだといつも思っておりまして、そのときに、共同でやらせてほしい、まちづく

りとか、県をよくすることに対してやらせてほしいと思っている私たちの側が、勝手にそ

の思いをぶつけても、県は動いてくれなくて、やはり相手の思いの中で、自分たちのやり

たいことを一致させていく作業というのをするときに、先ほど来、その数値というのが出

てくるんですけれども、やはり私は数値は主張の主だと思うのですね。それとマネジメン

トの基本のキ、本当にそこだと思いますし、企業でいえば予算配分で人が動いていくとい

うこととすごく似ている部分だと思うので、私はむしろこの数値目標が少ないとさえ感じ

たぐらいです。私たちの世代は、やはり実際現場で動いていくに当たっては、企業の中で

はどこに予算配分が一番組まれているかでトップの気持ちを酌み取りますし、数値に沿っ

て私たちは動いていく仕組みの中に組み込まれていますので、そういう意味で、県がいく

ら言葉だけ、いい茨城にしようとか、住みよいといっても、それを具体的にどの数字で表

現して、どこに予算配分してくれるのかというのを私たちは、若い世代、実際これから仕

事をとっていこうというところですると見ていますので、そこを強く思っております。こ
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ういう表を見ていても、じゃこの施策をどこの部局がやっているのか、どこに話をもって

いけばいいのかというのを常に見ていますので、そういう現場レベルの視点といいますか、

私たちも下々でアプローチかけていく側からしますと、そこをもっともっと数値にしてい

ただきたいというお願いを申し上げたいと思います。 

○関会長 ありがとうございます。何かございますか。 

○仙波参事兼企画課長 先ほど産業の話でご指摘を受けましたが、基本は、今の県内の中

小企業の育成支援というのはこれ一番基本、重要なことでございます。それをやりながら、

さらに県としての特性を生かして、税金なり雇用なり、全体としての底上げを図っていく

というのが基本的な考え方と思っておりますので、そういう点は十分留意していきたいと。 

○関会長 石田委員さん、今のＨ委員のお話、解説つきでひとつ。数値目標のことです。 

○石田活力あるいばらきづくり専門部会長 皆さんもおわかりのように、本当に総合的な

施策で、それがどう皆さんと絡んできているわけですよね。それはやはり整理をして考え

るということをしないと、限られた予算をうまく使えないと思うのです。そうすると、数

値目標ってやはりおのずから限界があると思うのです。先ほど申しましたように、それを

達成するというのが100％ではなくて、それを見ながら、何かやはり県だから考えようね、

いろいろなところで考えようね、それは市民も、県の職員も、産業界の方も、そのような

ものだろうと思います。ですから１対１でそれを見ながら、機械的に見ながら予算配分が

できるということではないと思うのです。 

実は、40年ぐらい前にアメリカで、そういう壮大な実験をやりまして、３年で失敗して

います。全部機械でやろうと、計算機使ってやろうというのをやったのですけれども、そ

ういうことですので、やはり皆さんが常にウオッチしながら、何か変だよね、これ何とか

ならんのということを、いろいろなチャンネルを通して訴えかけるということが大事だと

思います。 

それと、すみません、産業の方の話でございますけれども、やはりグローバルというこ

とをどう考えるかということが基本的に大事だと思っているのです。ことし就職シーズン

で大きく報道されて、ご存じの方多いと思いますけれども、味の素という会社が、本社の、

日本にある本社の新入社員の募集を国籍を全く考えなかったのです。中国人も、韓国人も、

タイ人も、ベトナム人でも、やる気がある人はいいよと、そういう話を産業界の方から聞

いておりまして、大学で教育どうするのと、英語もできない、交渉力もない、外国に行き

たくない、そんな学生ばかりだったらもう採用しないからなというのを、そんなところか

ら頑張れよと言われているのですので、多分いろいろなところでそういう問題があろうか

と思うのです。それは、やはりいかんともし難いような状況ですので、そこでどう頑張る

かということだと思うのです。 

特にそういう場で、県の方にぜひお願いしたいというか、この中でも書けないかもわか

りませんけれども、きちんと強くなるということを、なりたいというふうに思っておられ

る方には、きちんと支援とか助成ができるようなそういうことだと思うのです。やはり、

今のままで、ただ、存続のみを題目的にするような助成のあり方、支援のあり方というの

は、ちょっともうしんどいのかなというふうに思うのです。 

そういう中で、やはり茨城の特産、歴史、伝統をきちんと守り続けていく力に強化をす
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るという、そういうことですね。それは県外からもってくるということは必ずしも競争と

いうことだけではなくて、お互いに補完をする、連携をするというそういう新しいパター

ンを探していかないといかんので、そのような戦略性とか、それについてもぜひお考えい

ただければなというふうに思いました。ありがとうございます。 

○関会長 ありがとうございました。最後に、渋谷さん。 

○Ｆ委員 数値目標をどういう数値目標を掲げるかというのも、県が何を本当に本気でや

ろうとしているのかというメッセージを伝える大事なポイントだと思いますけれども、そ

れよりちょっと上の次元で、政策の優先順位、それから施策が並んでいる順番、これ産業

について先ほど言いましたけれども、医療とか保健、福祉のところで、納得したのは医療

体制の整備、人の問題どうするか、これ非常に県民も重視していますので、それは一番最

初にもってきたという説明は非常に納得がいくんですけれども、その次の、「安心して子

育て」というところで、出会いサポートが一番にきているというのは、これ以前から私気

になっているところなのですね。これ重点的にやっているというのは、メディアも通じて、

いろいろなメディアからもこの出会いサポートケアやっていますよというのは伝わってく

るのですけれども、やはりこれは、事後的な予備的な対策であって、基本は、安心して育

てられるような条件整備のところ、実際子供今育てている人が本当に安心して子育てでき

るかというところの条件整備が、県民世論調査なんかでもトップにきていると思うので、

まずそれを最初にもってきていただいて、それと並行して、出会いサポートもやるという

ぐらいの位置づけにしてもらわないと、これ県民世論調査に答えているような人たち、こ

ういう優先順位でやるのかというところに、やはり根本的な疑問が残ってしまうのじゃな

いかという気がします。 

○関会長 ありがとうございました。今のお話は伺いっ放しでよろしいですか。 

○Ｆ委員 あくまでも私の意見で、注文というか。 

○仙波参事兼企画課長 今ご指摘いただきましたけれども、出会いサポートは、まず結婚、

それから子育てと、そういう流れで整理してありますので、そういう意図で順番入れてご

ざいますので。 

○Ｆ委員 ちょっとこの並んでいる順番、ライフサイクルにあわせて並べているというの

じゃなくて、どの分野もやはり一番にくるものは優先順位が高いというふうに、読む方は

読みますし、ほかのところでは、そういう説明をなされて、順位づけというか、順番が並

んでいるというふうに説明されていますので、ここだけ人生のライフサイクルの段階にあ

わせて並んでいますよという説明では、ちょっと矛盾しているというか、納得できないで

すね。 

○仙波参事兼企画課長 いろいろそういう点を含めまして、検討といいますか、そういう

視点からちょっと見てみたいと思います。 

○関会長 そういうことで、渋谷先生よろしいですか。 

○Ｉ委員 ちょっと皆さん、私の後ろから、ぜひ今日お伝えしてほしいというアピールの

もとに、今日は参りましたものですから。実は郷土愛という話が先ほど来、たくさん出て

おりますが、今私ふるさとづくりといいまして、いかに今の、要するに地域というのは各

市町村、その下にある集落とかそういうところの人たちをどう、今限界集落とかと県北や
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何かでも言われておりますけれども、その集落の人たちをどう支えていくかという勉強会

をやらせていただいているのです。その中で、今、女性の教育というのは、例えば、いろ

いろハーモニープランとか何だと女性の研修する機関というのはたくさんあるんですけれ

ども、その中で女性大学というのがありまして、集落や地域の中で、女性が伝統とか、そ

れからさまざまなお祭りとか、そういうものに関わりながら、自分たちの集落を守ってい

こう、何とか閉ざさないでやっていこうというそういう女性たちの集まりのある勉強会が

あるのです。葦の会とよく言われているのですが、多分神戸さんもいらっしゃっていただ

いたのですが、それが今消えつつあるということで、それをぜひ存続できるように、集落

の力というのは男の力だけではなく、女性の力も大切なものであると、それがすなわち伝

統を守っていく、郷土愛を守っていく根源であるということで、ぜひ伝えてほしいという

ことを、今日頼まれましたものですから、私もそう思っておりますけれども、ぜひよろし

くご検討のほどお願いいたします。 

○関会長 蓮見部会長さん、県の皆さん方に本当にしっかりお考えいただきながら。しか

し、本当にそうなんですよね。一番小さいところがしっかりしていなきゃ、何だってこれ

はうまくいかないのですよ、世の中は。と思うのであります。ぜひ、これからのまとめ方

につきましても、部会長さんをはじめ皆さん方のご意見をちょうだいしながら、まとめさ

せていただくような流れにしていければありがたいなと思っているところでございます。 

１分間だけ、消費者も、我々住民消費者もとても難しいところなのですよ。これは私の

ガソリンスタンドの話なのですがね、全国に何百とはいきませんが、村落でいえば相当の

ガソリンスタンド不在の場所ができたのです。これを今高齢社会の中で、こういうプロパ

ンガスの配達が大変だろうというので大騒ぎしているのです。しかしこれも、消費者の皆

さんがもとを作っているのです。１円か２円安いと10キロ15キロ向こうの方まで行って安

いもの買って、それで買わないでつぶれたら、つぶれたやつが悪いようなこと言われたの

では、やっている我々は、これ難しいところなのでございますが。もう郷土愛もそこまで

いくと思うのですよ。 

一生懸命やっているというのは、昔から言われますが、正直者が馬鹿を見るような世の

中を作らないと政治家は随分いわれますが、いつも困るのは正直者なのです。正直者が本

当にしっかりした形で生きていけるのだというものが、これは難しいかと思いますが、ど

こかでそういうものが出てくる世の中にしないと。かわいそうなのは小さいところですよ。

あの町村合併でも郷土愛なくなりましたよ。あんな広いところを同じ町に入れられて、そ

れで顔もあわせていない、私も５年になるけれども、筑西市で商工業の会合なんか一度も

やったことない、やってくれといったって、私らがやろうとしても商工会議所と商工会は

違うというようなこともございますし、ですから、そこで郷土愛をどうやってつくるんだ

と、お客さんとうまくやっていくにはどうするんだというと、結局安く売らなきゃだめな

のですよね、安くないとだめなのです、今の世の中は。 

ここで余り細かいことを申し上げてもあれですけど。いろいろの各部会長さんをはじめ、

皆様方のご協力をいただきまして、よくできた計画だといわれるような総合計画ができま

すように、なお一層のご協力ご指導を賜りますよう、心からお願いを申し上げる次第でご

ざいます。その他ございませんですか。 
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○仙波参事兼企画課長 皆様には長時間にわたりご審議ありがとうございました。 

今後の日程でございますが、事務局といたしましては、来月12月８日に開催を予定して

おります総合部会におきまして、本日のご意見を踏まえた最終的な答申（案）について、

ご議論していただいたあと、12月22日に、次回の総合計画審議会を開催していただきまし

て答申をいただきたいというふうに考えてございます。 

以上でございます。 

○関会長 以上でございますので、これで終了させていただきたいと思います。 

長時間のご審議心から厚く御礼を申し上げて閉会にいたします。ありがとうございまし

た。 


